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自車の車線が渋滞している場合の留意点

　渋滞により最後尾に停止するときは、早目にバザー

ドランプを点滅させ後続車に自車の停止を伝えるとと

もに、ブレーキを軽く踏んで徐々に減速していきます。

停止するときは、前車との車間距離を多めにとってお

きましょう。また、高速道路など片側２車線以上の道

路では、できるだけ一番左側の車線に停止するのがよ

いでしょう。これらは、万一後続車が渋滞に気づかず

に走行してきた場合に、少し前に出ることや路肩に寄

ることで追突を避けられたり、追突の衝撃を軽減させ

る可能性があるからです。そのためにも、最後尾に停

止するときは、ミラーなどで後続車の動きによく注意

することが大切です。

渋滞で停止するときはハザードランプを点滅させる

　渋滞でノロノロ運転の状態にあるときは、油断が生

じても、車が少しでも動いているときには、スマホや

携帯電話を使用してはいけません。また、車が停止し

たときに、スマホなどを使用すると周囲に対する注意

が薄れてしまいます。そのため。車が動き出したのに

気づくのが遅れて後続車に追突されたり、隣の車線の

車が動き出したのにつられて発進して、まだ動き出し

ていなかった前車に追突するというおそれもあります、

車が停止したときでも、スマホなどの使用は控えまし

油断せず前方や周囲の状況に目を配る

　渋滞時は車間距離が詰まりがちですが、前車がバスや

トラックなどの大型車の場合、接近しすぎると前方の状

況が見えなくなり、交差点の赤信号を見落とすなどの危

険を招くおそれがあります。渋滞時でも、前方の視界が

確保できるだけの車間距離をとりましょう。また、停止

していた前車が発進したと思ったら、すぐに急停止した

り、渋滞車両の間を縫うように進路変更する二輪車が突

然目の前に現れることもありますから、決して油断せず、

前方や側方、後方の状況に目を配りましょう。

　なお、車が完全に停止している時以外は、スマホや携

帯電話を使用してはいけません。また、赤信号などで車

が停止している時にスマホなどを使用すると周囲に対す

る注意が薄れてしまいますから、赤信号による停止時で

もスマホなどの使用はなるべく控えるようにしましょう。

車間距離を保持し周囲の状況に目を配る

対向右折車に道を譲る際は左側方の安全確認をする

脇道からの車をできるだけ入れてあげる

　渋滞時に脇道等へ右折しようとしている対向車があ

るときは、できるだけ道を譲ってあげるのが望ましい

のですが、道を譲る際には、自車の左側方から二輪車

や自転車が接近していないかどうかを必ず確認し、接

近している場合は通過するのを待ち、安全が確認され

てから譲るようにしましょう。また、脇道やコンビニ、

ガソリンタンド、駐車場などの道路外施設がある場所

で停止するときは、車が出入りすることのできるスペ

ースを空けて停止するようにしましょう。

　渋滞していても、二輪車は渋滞車両の間を縫うよう

にして先へ行こうとする傾向があります。そのため、

前方だけに注意を向けていると、後方から進行してく

る二輪車に気づかかなかったり、気づくのが遅れるお

それがあり、二輪車が自車の前に進路変更してきた場

合などには接触する危険があります。また、渋滞で停

止しているときは渋滞車両の間を縫って歩行者や自転

車が横断してくることがありますから、前方だけでな

く後方や側方の状況にも目を配りましょう。

前方だけでなく後方や側方の状況にも目を向ける

　渋滞時に脇道から合流しようとする車があるときは、

強引な割り込みなどのトラブルを防ぐために、できる

だけ入れてあげるようにしましょう。また、脇道やコ

ンビニ、ガソリンタンド、駐車場などの道路外施設が

ある場所で停止するときは、車が出入りすることので

きるスペースを空けて停止するようにしましょう。

　渋滞の最後尾に停止するときは、早目にバザードラ

ンプを点滅させて後続車に自車の停止を伝えるととも

に徐々に減速し、前車との車間距離を多めにとって停

止しましょう。また、高速道路など片側２車線以上の

道路では、できるだけ一番左側の車線に停止するのが

よいでしょう。自車の周囲に余地があれば、万一後続

車が渋滞に気づかずに走行してきた場合に、少し前に

出ることや路肩に寄ることで追突を避けられたり、追

突の衝撃を軽減させる可能性があるからです。そのた

めにも、最後尾に停止するときは、ミラーなどで後続

車の動きによく注意することが大切です。

停止するときはハザードランプを点滅させる

　渋滞中、車が少しでも動いているときには、スマホ

や携帯電話を使用してはいけませんが、停止したとき

に使用することは禁止されていません。しかし、スマ

ホなどを使用していると、周囲に対する注意が薄れて

しまうため、前方の車が動き出したのに気づくのが遅

れて後続車に追突されたり、隣の車線の車が動き出し

たのにつられて発進して、まだ動き出していなかった

前車に追突するといった事故につながる危険がありま

す。車が停止したときでも、スマホなどの使用は控え

ましょう。

安易にスマホなどを使用しない

みだりに車線変更しない

　片側２車線以上の渋滞道路では、隣接する車線に少

しでも空きができるとすぐに車線変更をする車が見ら

れます。頻繁な車線変更は他車と接触する危険が生じ

るだけではなく、強引な割込みと受けとられてトラブ

ルの原因になることもありますから、みだりに車線変

更をしないようにしましょう。

交通事故や道路工事等で、交通渋滞は日常的に発生しています。渋滞は、自車線側の場合と対向車線

側の場合があり、それぞれの危険は異なります。そこで今回は、自車線側と対向車線側において、渋滞

に遭遇した時の留意点をまとめてみました。

・むやみに車線変更することのリスク
・バスやトラック島の大型車に接近し過ぎることのリス
ク
・先行者が発進後に急に停止したヒヤリハット
・出入口を塞がないこと
対向車に道を譲る際の留意点

車両の間から人や自転車が出てくる
右折できない対向車が強引に右折してくる
迂回するために急にわき道などへ右折してくる

◆どのような運転をすれば危険を避けることが

　できますか？

①渋滞車両は連続した死角を作り、どこから歩行者や自

転車が道路を横断してくるかわかりません。そのため渋

滞車両の間によく目を配る必要がありますが、特に注意

を要するのがトラックなどの大型車両の陰や脇道のある

場所です。乗用車の場合は歩行者の頭が見えたり、ウイ

ンドー越しに歩行者や自転車を確認することも可能です

が、大型車の場合はそれができず全くの死角となるため

発見が遅れます。また、脇道がある場所では、そこへ行

こうとする歩行者や自転車が渋滞車両の間から出てくる

可能性がありますから（図１参照）、そうした点も頭に

入れておきましょう。

②対向車線側だけに注意を向けていると、脇道から出て

くる自転車や駐車車両の向こう側から道路を横断してく

る歩行者の発見が遅れますから、自車線側の状況にも目

を向ける必要があります。特にこの場面のように駐車車

両付近に歩行者がいる場合は要注意です。渋滞車両が動

き出す前に渡ってしまおうと、かなり強引な横断をして

くるおそれがあるからです。

③対向車線が渋滞し、自車線側にも脇道や駐車車両があ

る道路は死角だらけといえます。したがって、このよう

な道路を走行するときはスピードを控えめにするととも

に、左右の両方にまんべんなく目を配って早めに危険を

発見するよう心がけることが大切です。

①渋滞している車両の間から歩行者や自転車が道路を

横断してくると、はねてしまう危険があります。（図

１）

②前方左側に脇道があります。そこから自転車等が出

てくると、はねてしまう危険があります。（図２）

③前方に駐車車両があり、その向こうに人の頭が見え

ます。この歩行者が前車の通過後に道路を横断してく

ると、はねてしまう危険があります。（図３）

　なお、この歩行者が横断してきたために前車が急停

止すると前車に追突する危険もあります。

信号が確認で
きる車間距離
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対向車線が渋滞している場合の留意点

渋滞車両の間から出てくる歩行者や自転車に注意する

自車側の車線の状況にもしっかり目を向ける

　渋滞車両は連続した死角を作ります。そのため、どこ

から歩行者や自転車（以下、歩行者等といいます。）が

道路を横断してくるかわかりませんが、特に注意を要す

るのがバスやトラックなどの大型車両の陰です。乗用車

の場合は歩行者等の頭が見えたり、ウインドー越しに歩

行者等を確認することも可能ですが、大型車の場合はそ

れができず全くの死角となるため発見が遅れます。また、

横断歩道のある場所や脇道がある場所では、歩行者等が

横断してくることが十分予測されますから、特段の注意

が必要です。

　なお、渋滞車両が動いていれば、歩行者等が出てくる

可能性は低くなりますが、完全に停止している場合は可

能性が高まりますから、渋滞車両の状態にも注意しまし

ょう。

渋滞を回避しようと強引に右折してくる車に注意する

　渋滞車両の中には、渋滞を回避しようとして脇道など

へ右折する車もみられます。こうした右折の多くは、あ

らかじめ予定されていたものではありませんから、脇道

などを見つけると合図を出すか出さないうちに右折を開

始するケースもよく見られます。渋滞車両の動きに注意し、

少しでも車の向きがセンターライン寄りに傾くなど変化

をみられた時は、右折してくるかもしれないと考えて、

ブレーキに足を乗せるなどして危険を回避する態勢をと

りましょう。

　対向車線が渋滞していると、そちらのほうへ目が向き

がちで自車側の道路状況への注意が欠けてしまうことが

あります。歩行者等が横断してくるのは渋滞車両の間か

らだけでなく、自車線側の歩道などから横断してくるこ

とも少なくありません。また、自車線の左側の脇道から

渋滞している車線に右折し合流しようとしている車が、

なかなか右折できないためにイライラして強引に右折を

敢行することもあります。さらに、先行車が横断歩行者

等に気づいて急停止や減速をすることもありますので、

自車線側が空いているからといって油断は禁物です。

　対向車線が渋滞している道路を走行する時は、速度を

控えめにするとともに、左右両方にまんべんなく目を配

って早めに危険を発見するよう心がけましょう。
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